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序 

 
一
般
社
団
法
人 

高
山
市
文
化
協
会
は
、
高
山
市
か
ら
委
託
を
受
け
て
、
郷
土
に
係
わ
り
の
あ

る
文
学
作
品
を
収
集
・
調
査
し
て
、
作
者
の
功
績
な
ど
を
「
高
山
市
近
代
文
学
館
調
査
・
研
究
報

告
書
」
に
ま
と
め
、
市
民
の
皆
様
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

 

本
年
度
は
、
第
三
十
四
回
を
迎
え
た
近
代
文
学
館
企
画
展
に
お
い
て
「
近
代
の
俳
句
・
現
代
の

俳
句
」
と
題
し
て
、
今
年
生
誕
百
五
十
周
年
迎
え
ら
れ
た
画
家
で
あ
り
俳
人
の
故
小
峰
大
羽
氏
と
、

高
山
市
の
文
化
振
興
に
尽
く
し
た
俳
人
故
小
鳥
幸
男
氏
の
作
品
か
ら
、
異
な
る
時
代
で
活
躍
さ
れ

た
二
人
の
俳
句
の
世
界
を
紹
介
し
た
も
の
を
、
報
告
書
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。 

 

特
に
、
昨
年
暮
れ
に
東
京
都
在
住
の
小
峰
大
羽
氏
の
ご
家
族
か
ら
、
高
山
市
近
代
文
学
館
へ
俳

句
な
ど
の
資
料
が
寄
贈
さ
れ
、
近
代
文
学
資
料
の
充
実
が
図
ら
れ
た
の
を
機
会
に
、
そ
の
内
七
十

点
弱
の
作
品
と
、
小
鳥
幸
男
氏
の
未
発
表
作
品
約
六
十
点
余
も
調
査
し
ま
し
た
。
今
回
、
そ
の
成

果
も
こ
の
報
告
書
に
ま
と
め
ま
し
た
。 

 

令
和
五
年
三
月 

一
般
社
団
法
人 

高
山
市
文
化
協
会
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第
三
十
四
回 

近
代
文
学
館
企
画
展 

「
近
代
の
俳
句
・
現
代
の
俳
句
」─

小
峰
大
羽
と
小
鳥
幸
男─

 

令
和
五
年
三
月
二
十
五
日(

土)

～
二
十
六
日(

日) 

於 

高
山
市
図
書
館
「
煥
章
館
」 

 

 



令和 4 年度近代文学館調査研究報告書 

―2― 

第
一
章 

小
峰 

大
羽
（
こ
み
ね 

た
い
う
） 

 

明
治
六
年(

一
八
七
三)

二
月
十
五
日
～
昭
和
二
十
年(

一
九
四
五)

五
月
二
十
四
日 

俳
人
。
画
家
・
郷
土
史
家
。
東
京
神
田
生
ま
れ
。
名
は
邦
寿
。
号
を
大
羽
楼
大
羽
。 

東
京
府
立
毛
筆
画
伝
習
所
卒
。
文
学
を
尾
崎
紅
葉
、
画
を
狩
野
洞
谷
に
学
ぶ
。
富
岡
永
洗
の
藻
斉
画
塾
の
客
員
、
『
風
俗
画
報
』
を
始
め
新
聞
、
雑
誌
の
挿
絵

を
手
掛
け
る
な
ど
し
た
。
俳
句
で
は
二
十
五
歳
か
ら
新
聞
、
雑
誌
の
選
者
と
し
て
活
躍
し
『
高
潮
』
を
主
宰
。
徳
田
秋
声
ら
と
交
流
。
明
治
四
十
五
年(

一
九
一

二)

に
飛
騨
を
訪
れ
て
魅
せ
ら
れ
た
大
羽
は
、
大
正
二
年(

一
九
一
三)

に
高
山
へ
転
居
。
飛
騨
史
談
会
創
立
者
の
一
人
と
な
り
『
飛
騨
史
壇
』
の
編
集
を
担
当
。
地

元
の
俳
句
結
社
の
指
導
な
ど
も
行
い
、
飛
騨
の
文
化
に
広
く
貢
献
。
昭
和
七
年(

一
九
三
二)

に
名
古
屋
へ
転
居
。
編
著
『
俳
句
大
観
』
『
東
京
語
字
典
』
『
蘭
亭
遺

稿
』。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

【
飛
騨
人
物
事
典
】 
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第
１
節 

写
真 

一
、 
小
峰
大
羽
肖
像
写
真 

 

 

第
２
節 

俳
画 

二
、 

俳
画
「
寒
梅
の
つ
ぼ
み
か
た
き
に
魚
板
鳴
る
」 

 

絵
「
水
仙
」 

三
、 

俳
画
「
五
月
雨
や
据
風
呂
い
ぶ
る
山
の
宿
」  

絵
「
蝸
牛
」 
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四
、 

俳
画
「
ぬ
る
む
水
家
鴨
な
き
た
て
ゝ
濁
ら
せ
り
」 

 

絵
「
ツ
ツ
ジ
」 

五
、 

俳
画
「
酔
ひ
泣
き
す
ひ
と
り
紫
苑
の
夕
ご
こ
ろ
」 

 

絵
「
人
物
」 

六
、 

俳
画
「
松
風
や
木
地
の
ろ
ぶ
ち
に
気
の
澄
め
る
」 

 

絵
「
椿
」 

七
、 

俳
画
「
下
が
り
の
す
ゞ
し
き
露
に
鎌
握
る
」 

 

絵
「
さ
さ
ゆ
り
」 
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八
、 

俳
画
「
風
の
の
し
り
て
北
窓
ふ
さ
ぐ
記
を
草
す
」 

 

絵
「
梅
」 

九
、 

俳
画
「
こ
ろ
も
か
へ
て
こ
の
頃
の
鯉
の
ふ
と
り
見
る
」 

 

絵
「
緑
の
葉
」 

十
、 

俳
画
「
露
に
ぬ
れ
て
大
ま
た
に
草
ふ
み
行
く
」 

 

絵
「
蓮
の
葉
」 

十
一
、 

俳
画
「
上
げ
汐
の
岸
た
ぶ
た
ぶ
と
草
涼
し
」  

絵
「
柳
に
蛍
」 
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十
二
、 

俳
画
「
蛍
行
く
や
ぽ
つ
ぽ
つ
顔
に
あ
た
る
雨
」 

 

絵
「
川
」 

十
三
、 

俳
画
「
わ
か
草
に
鹿
ね
つ
我
も
ね
む
た
き
日
」 

 

絵
「
蒲
公
英
」 

十
四
、 

俳
画
「
家
鴨
な
き
た
て
ゝ
濁
る
水
」 

 

絵
「
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
」 

十
五
、 

俳
画
「
あ
か
と
き
漁
村
や
す
ら
に
」 

 

絵
「
鶴
」 
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十
六
、 

俳
画
「
短
日
の
絵
具
乾
か
ず
筆
を
擱
く
」  

絵
「
椿
」 

十
七
、 

俳
画
「
曙
に
よ
き
正
月
や
漁
夫
が
歌
」 

 

絵
「
海
辺
船
」 

十
八
、 

俳
画
「
洗
は
れ
て
馬
が
帰
る
よ
夏
の
月
」  

絵
「
柳
の
枝
」 

十
九
、 

俳
画
「
初
日
影
な
み
の
う
ね
り
に
乗
せ
て
来
る
」 

 

絵
「
松
」 
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二
十
、 

俳
画
「
白
ざ
け
の
酔
か
る
く
児
と
遊
び
け
り
」 

 

絵
「
梅
香
合
」 

二
十
一
、 

俳
画
「
梅
の
老
木
ま
ど
に
か
げ
し
て
静
な
り
」 

 

絵
「
俳
人
」 

二
十
二
、 

俳
画
「
こ
の
海
戦
果
こ
と
ほ
ぐ
大
初
日
」 

 

絵
「
日
の
出
」 
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第
３
節 

俳
句 

一
、 
句
入
会
席
膳
「
二
夕
寛
お
ち
合
へ
り
芹
等
閑
に
」 

 

二
、 

句
入
会
席
膳
「
柊
の
と
が
り
葉
に
月
の
庭
凍
つ
る
」 

 

三
、 

句
入
会
席
膳
「
杵
音
に
忘
年
会
の
髭
を
剃
る
」 

 

四
、 

句
入
会
席
膳
「
露
に
ぬ
れ
て
大
ま
た
に
草
踏
み
行
く
」 
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五
、 

句
入
会
席
膳
「
縁
そ
こ
ら
水
に
し
て
金
魚
掴
み
居
り
」 

 

六
、 

句
入
会
席
膳
「
赤
と
ん
ぼ
次
ぎ
つ
ぎ
に
畦
ま
め
を
ひ
く
」 

 

七
、 

句
入
会
席
膳
「
雪
の
陽
を
う
け
て
ま
ぶ
し
く
わ
か
な
つ
む
」 

 

八
、 

句
入
会
席
膳
「
向
ふ
や
ま
雉
子
な
け
り
川
手
水
す
る
」 
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九
、 

句
入
会
席
膳
「
板
や
ね
の
そ
り
か
れ
柳
の
影
つ
く
る
」 

 

十
、 

句
入
会
席
膳
「
夏
草
に
一
路
あ
り
登
山
く
ち
と
知
る
」 

 

 

同
句
が
飛
騨
東
照
宮
「
小
峰
大
羽
碑
」
の
碑
文
と
な
っ
て
い
る 

 十
一
、 

句
入
銘
々
皿
「
山
の
気
に
は
つ
き
り
目
さ
む
今
朝
の
秋
」 
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十
二
、 

句
入
銘
々
皿
「
夜
冷
ま
す
瀬
音
に
河
鹿
ま
き
れ
な
く
」 

 

十
三
、 

句
入
銘
々
皿
「
山
深
く
秋
の
気
津
の
る
笠
の
ぬ
れ
」 

 

十
四
、 

句
入
銘
々
皿
「
土
用
山
入
道
雲
を
背
に
光
る
」 

 

十
五
、 

句
入
銘
々
皿
「
川
音
の
雨
音
に
似
て
夜
の
秋
」 
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十
六
、 

句
入
銘
々
皿
「
音
あ
れ
ば
響
き
反
す
や
峽
の
秋
」 

 

十
七
、 

句
入
銘
々
皿
「
黍
に
残
る
陽
に
か
な
か
な
の
川
へ
ひ
ゞ
き
」 

 

十
八
、 

句
入
銘
々
皿
「
夜
の
更
け
て
踊
寒
む
か
る
山
の
冷
」 

 

十
九
、 

句
入
銘
々
皿
「
朴
の
葉
の
大
き
く
ゆ
れ
て
霧
な
か
る
」 
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二
十
、 

句
入
銘
々
皿
「
山
夕
立
土
の
臭
ひ
を
ま
く
し
来
ぬ
」 

 

二
十
一
、 

色
紙
「
蝙
蜴
の
夕
空
を
子
の
な
い
て
来
る
」 

 

二
十
二
、 

短
冊
「
涛
音
の
岩
に
お
さ
ま
り
初
日
さ
す
」 

    

 

二
十
三
、 

短
冊
「
二
月
禮
者
梅
花
に
酔
を
ふ
い
て
去
る
」 

    

 

二
十
四
、 

短
冊
「
掃
苔
の
石
冷
に
蟇
」 
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二
十
五
、 

雑
詠
「
賓
朧
辿
れ
ば
梅
が
ふ
と
匂
ふ
」
他 

 

  
二
十
六
、 

「
谺
俳
句
」
七
月
号 
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二
十
七
、 

俳
句
大
観
「
秋
」 

（
星
野
麦
人
・
小
峰
大
羽
編 

明
治
三
十
五
年
九
月
） 

 
 

 

二
十
八
、 

新
聞
記
事─

小
峰
大
羽
俳
句 

 
 

 

 

二
十
九
、 

「
大
羽
樓
句
集
」 

（
画
賛
展
覧
会
記
念
出
版 

昭
和
十
四
年
五
月
） 

 



令和 4 年度近代文学館調査研究報告書 

―17― 

三
十
、 

「
五
月
山
」 

（
小
峰
大
羽
没
一
周
忌
記
念 

昭
和
二
十
一
年
八
月
二
十
四
日
発
行
発
行
）   

三
十
一
、 

「
五
月
山
」［
復
刻
版
］ 

（
小
峰
大
羽
句
碑
除
幕
・
小
峰
大
羽
展
記
念
配
布 

平
成
八
年
九
月
二
十
二
日
）  
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第
４
節 

そ
の
他
資
料 

一
、 
封
書 

東
京
市
服
部
耕
石
氏
よ
り
、
小
峰
大
羽
樣
宛 

（
三
月
二
十
二
日 

短
冊
同
封
） 

 

 

二
、 

封
書 

大
野
赳
史
拝 

大
羽
先
生 

（
三
月
十
四
日
） 
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三
、 

葉
書 

住
廣
造
氏
よ
り
、
小
峰
婦
喜
様
宛 

 

 

 

四
、 

葉
書 

小
峰
邦
寿(

大
羽)

よ
り
、
小
峰
婦
喜
樣
宛 
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五
、 

封
書 

名
古
屋
市
善
昌
寺
よ
り
、
小
峰
婦
喜
宛 

 

六
、 

「
法
樂
」─

小
林
一
茶
位
牌
堂
建
立
奉
献
句
一
覧 

(

五
枚
入
り 

昭
和
十
年
十
一
月
十
九
日
） 

 



令和 4 年度近代文学館調査研究報告書 

―21― 
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七
、 

小
林
一
茶
位
牌
堂
建
立
に
際
し
奉
献
す
る
俳
句
の
依
頼
状 

小
林
重
信
氏
か
ら
小
峰
大
羽
宛
（
昭
和
十
一
年
八
月
十
三
日
） 
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八
、 

「
飛
驒
俳
人
史
」─

小
峰
大
羽 

日
下
部
宵
三
記 

（
高
山
市
民
時
報 

昭
和
五
十
六
年
九
月
十
三
日
付
） 

 

 

九
、 

「
小
峰
大
羽
」
俳
句
集
発
刊
の
同
意
書 

（
大
羽
先
生
後
援
会
よ
り
） 
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十
、 

小
峰
大
羽
先
生 

新
作
画
賛
展
覧
会
（
名
古
屋
市
公
会
堂
） 

新
愛
知
新
聞
社
後
援
（
昭
和
十
四
年
五
月
一
～
二
日
） 
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第
５
節 

絵
図
・
絵
画 

一
、 
小
坂
御
料
林
造
材
及
運
材
図 

御
料
林
伐
採
及
運
材(

川
流)

図 

説
明
入
り 
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二
、 

小
坂
御
料
林
造
材
及
運
材
図
の
下
絵(

鉛
筆
画) 
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三
、 

運
材
図
絵
の
下
絵
？ 

（
裏
面
は
ス
ケ
ッ
チ
） 

 

 

裏
面 

四
、 

色
紙 

水
彩
画 

風
景 

 

五
、 

色
紙 

絵 

狐
の
絵 
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第
二
章 

小
鳥 

幸
男
（
お
ど
り 

ゆ
き
お
） 

昭
和
六
年(

一
九
三
一)

八
月
三
日
～
令
和
三
年(

二
〇
二
一)

七
月
二
日 

俳
人
。
大
垣
市
出
身
。
旧
姓
は
江
黒
。
斐
太
高
校
卒
。 

昭
和
二
十
一
年(

一
九
四
六)

高
山
市
職
員
と
な
り
、
市
民
課
長
、
観
光
課
長
を
経
て
退
職
。
五
十
九
年(

一
九
八
四)

高
山
市
民
時
報
社
に
入
社
、
同
年
株
式
会

社
に
改
組
し
代
表
取
締
役
社
長
。(

有)

ク
ロ
ノ
ス
、(

株)

市
民
時
報
旅
行
な
ど
グ
ル
ー
プ
社
の
代
表
取
締
役
を
兼
務
。
後
に
会
長
に
就
任
。(

社)

高
山
市
文
化
協
会

長
、
高
山
市
行
政
改
革
審
議
会
長
、
高
山
商
工
会
議
所
副
会
頭
、
高
山
市
環
境
審
議
会
長
、(

宗)

桜
山
八
幡
宮
氏
子
総
代
会
長
、
高
山
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長

な
ど
を
歴
任
。
俳
誌
『
飛
騨
』
元
代
表
。
俳
誌
『
河
』
当
月
集
同
人
。 

句
集
『
雪
』『
ト
ロ
イ
の
城
』
『
死
語
と
寝
て
』
他
。
著
書
『
飛
騨
百
景
』『
小
鳥
幸
男
著
作
選
集
』
。
「
飛
騨
の
子
守
歌
」、
長
唄
「
高
い
山
か
ら
」
を
作
詞
。
高

山
市
自
治
功
労
者(

昭
五
六)

。
岐
阜
県
学
芸
功
労
表
彰(

平
一
〇)

。
高
山
市
芸
術
文
化
顕
彰
受
賞(

平
十
八)

。 
 

 
 

【
飛
騨
人
物
事
典
】 
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第
１
節 

俳
句 

一
、 
ま
く
り
「
誰
も
居
ら
ず
刈
田
彼
誰

か
は
た
れ

時
廣
し
」 

 

二
、 

色
紙
「
雪
と
三
日
日
記
し
る
せ
ば
頁
白
ら
む
」 

 

 三
、 

色
紙
「
飛
騨
人
に
雪
降
ら
ぬ
日
も
天
せ
ま
し
」 

  

『
雪
』
掲
載 

昭
和
二
十
六
年 

掲
載
句
は
「
誰た

も
を
ら
ず
刈

田
か
は
た
れ
ど
き
広
し
」 

『
雪
』
掲
載 

昭
和
二
十
八
年 

掲
載
句
は
「…

白
む
頁
か

な
」 

『
雪
』
掲
載 

昭
和
三
十
年 
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四
、 
色
紙
「
北
風

き

た

に
対
き
て
伐
採
夫
膝
ま
げ
通
す
」 

 

五
、 

色
紙
「
楮
殻

か
う
ぞ
が
ら

夜
は
雪
女
郎

ゆ
き
じ
ょ
ら
う

ね
た
み
合
ふ
」   

六
、 

ま
く
り
「
大
き
暈 か

さ

に
ま
と
は
れ
月
も
寝
足
ら
ぬ
か
」 

 

『
『
雪
』
掲
載 

昭
和
三
十
三
年 

掲
載
句
は
「
北
風

き

た

に
逆
ら

ひ
伐
採
夫
膝
立
て
通
す
」 

『
雪
』
掲
載 

昭
和
四
十
二
年 

『
雪
』
掲
載 

昭
和
五
十
二
年 

掲
載
句
は
「…

纏ま
と

は
れ

…

」 
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七
、 
色
紙
「
下
品
下
生

げ
ぼ
ん
げ
し
ょ
う

町
を
め
ぐ
り
て
雪
の
山
」   

八
、 

ま
く
り
「
雀
蛤
と
な
る
小
切
手
の
二
本
線
」   

九
、 

ま
く
り
「
黙
契
の
初
雪
と
見
て
飛
騨
に
住
む
」 

 

『
ト
ロ
イ
の
城
』
掲
載 

平
成
元
年 

掲
載
句
は
「…

繞め
ぐ

り
て…

」 

『
ト
ロ
イ
の
城
』
掲
載 

平
成
元
年 

『
ト
ロ
イ
の
城
』
掲
載 

平
成
元
年 
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十
、 

ま
く
り
「
山
が
き
て
坐
り
直
せ
る
土
用
か
な
」 

 

 

飛
騨
の
里
下
文
学
散
歩
道
「
小
鳥
幸
男
碑
」 

『
死
語
と
寝
て
』
掲
載 

平
成
二
年 

飛
騨
の
里
下
文
学
散
歩
道

「
小
鳥
幸
男
碑
」
碑
文 
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十
一
、 

ま
く
り
「
親
鸞
と
酔
ふ
て
別
れ
し
蕪
蒸
」 

 

十
二
、 

ま
く
り
「
雪
婆

ゆ
き
ば
ん
ば

人
に
倚
り
て
は
崩
れ
け
り
」 

  

 

同
句 

『
死
語
と
寝
て
』
掲
載 

平
成
二
年 

『
死
語
と
寝
て
』
掲
載 

平
成
二
年 
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十
三
、 

ま
く
り
「
昔
男
あ
り
け
り
妻
と
秋
刀
魚
買
ふ
」 

 

 十
四
、 

ま
く
り
「
佛
足
石
に
双
魚
の
住
ま
ふ
梅
雨
晴
間
」 

  

十
五
、 

色
紙
「
か
は
た
れ
の
声
討
ち
て
雪
見
参
す
」 

  

十
六
、 

ま
く
り
「
立
ち
上
が
る
す
べ
て
が
桜
月
の
城
」 

  

『
死
語
と
寝
て
』
掲
載 

平
成
四
年 

『
死
語
と
寝
て
』
掲
載 

平
成
五
年 

『
死
語
と
寝
て
』
掲
載 

平
成
五
年 

掲
載
句
は
「
立
ち
あ
が
る
す

べ
て
が
さ
く
ら
月
の
城
」 

『
死
語
と
寝
て
』
掲
載 

平
成
二
年 

掲
載
は
「
む
か
し
男
あ

り
け
り…

」 
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十
七
、 

色
紙
「
う
ん
ど
ん
に
振
る
花
か
つ
を
緑
立
つ
」 

 

十
八
、 

ま
く
り
「
雪
の
夜
を
死
語
と
寝
て
ゐ
る
俳
諧
師
」 

  

十
九
、 

色
紙
「
水
澄
む
や
飛
騨
八
方
に
峠
持
ち
」   

『
死
語
と
寝
て
』
掲
載 

平
成
六
年 

『
死
語
と
寝
て
』
掲
載 

平
成
七
年 

『
天
骨
』
掲
載 

平
成
八
年 
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二
十
、 

ま
く
り
「
地
平
に
は
あ
を
き
逃
げ
水
と
一
行
」 

 

二
十
一
、 

ま
く
り
「
田
水
見
る
男
ひ
と
り
の
日
暮
か
な
」 

 

『
天
骨
』
掲
載 

平
成
十
年 

『
天
骨
』
掲
載 

平
成
十
年 

掲
載
は
「…

一
人
の…

」 
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二
十
二
、 

ま
く
り
「
お
ほ
き
な
る
春
賜 た

ひ
に
け
り
祭
町
」 

 

二
十
三
、 

ま
く
り
「
炎
日
に
生 あ

れ
天
骨
も
な
か
り
け
り
」 

 

『
天
骨
』
掲
載 

平
成
十
二
年 

『
天
骨
』
掲
載 

平
成
十
二
年 
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二
十
四
、 

色
紙
・
ま
く
り
「
た
か
が
東
京
然
れ
ど
高
き
に
登
り
見
る
」 

  

 

二
十
五
、 

ま
く
り
「
新
雪
に
足
趾
三
つ
生
き
て
あ
り
」 

  

『
天
骨
』
掲
載 

平
成
十
三
年 

『
夕
薄
暑
』
掲
載 

平
成
十
六
年 
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二
十
六
、 

ま
く
り
・
短
冊
「
春
星
に
つ
な
が
ら
む
と
て
岬
に
立
つ
」 

 

 

二
十
七
、 

ま
く
り
「
拈
華

ね

ん

げ

微
笑

み

せ

う

迦
葉

か

せ

ふ

が
背 せ

な

に
昼
の
月0

」 

 

二
十
八
、 

短
冊
「
死
の
時
の
心
算

つ

も

り

は
妻
に
彼
岸
花
」 

    

『
春
星
』
掲
載
、
平
成
二
十
一
年 

『
春
星
』
掲
載 

平
成
十
七
年 

『
夕
薄
暑
』
掲
載 

平
成
十
八
年 
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二
十
九
、 

ま
く
り
「
御
岳
に
飛
天
翔 た

ち
け
り
霧
の
海
」 

 

 

千
光
寺
「
小
鳥
雪
男
碑
」 

『
春
星
』
掲
載 

平
成
二
十
一
年 

掲
載
句
は
「
御
岳

お
ん
た
け

ゆ
飛
天
の
翔か

く
る
霧
の
海
」 

千
光
寺
「
小
鳥
雪
男
碑
」
碑
文 

碑
文
で
は
「
御
岳
ゆ…

」 
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三
十
、 

ま
く
り
「
葉
月
三
日
水
の
都
に
生
享 う

く
」 

  

三
十
一
、 

色
紙
「
夕
闇
に
消
え
し
案
山
子
と
酌
み
て
を
り
」 

  

三
十
二
、 

短
冊
「
赫

か
が
や

き
つ
雲
の
流
る
ゝ
土
用
入
り
」 

    

『
飛
騨
な
ら
し
』
掲
載
、
平
成
二
十
五
年 

三
十
三
、 

短
冊
「
た
び
ら
雪
唯
昨
日
あ
り
と
思
ふ
べ
し
」 

    

『
飛
騨
な
ら
し
』
掲
載
、
平
成
二
十
六
年 

『
春
星
』
掲
載 

平
成
二
十
二
年 

『
春
星
』
掲
載 

平
成
二
十
一
年 
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三
十
四
、 

色
紙
「
牡
丹
い
ま
開
か
む
と
し
て
抱
き
合
へ
り
」 

  

三
十
五
、 

色
紙
「
冬
銀
河
嶺
の
涯
て
な
る
越 こ

し

の
海
」 

 

三
十
六
、 

色
紙
「
日
当
れ
ば
蜂
来
て
た
か
る
花
八
手
」 

 

『
飛
騨
な
ら
し
』
掲
載 

平
成
二
十
六
年 

『
飛
騨
な
ら
し
』
掲
載 

平
成
二
十
六
年 

平
成
二
十
六
年
十
二
月 

土
筆
会
月
例
会 
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三
十
七
、 

短
冊
「
海
の
色
に
暮
る
る
遠
つ
嶺
春
惜
し
む
」 

 

『
飛
騨
な
ら
し
』
掲
載
、
平
成
二
十
七
年 

 

三
十
八
、 

短
冊
「
手
の
ひ
ら
に
古
鈴

こ

れ

い

さ
ゝ
や
く
春
の
暮
」 

    

『
飛
騨
な
ら
し
』
掲
載
、
平
成
二
十
七
年 

掲
載
句
は
「
て
の
ひ
ら
に
古
鈴
さ
さ
や
く
淺
き
春
」 

 三
十
九
、 

短
冊
「
春
望
や
遠
街
騒

と
ほ
ま
ち
さ
ゐ

に
昔
う
た
」 

    

『
飛
騨
な
ら
し
』
掲
載
、
平
成
二
十
七
年 

四
十
、 

ま
く
り
「
脳
天
に
鍼
人
の
日
の
暮
れ
に
け
り
」 

  

『
飛
騨
な
ら
し
』
掲
載 

平
成
二
十
八
年 
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四
十
一
、 

ま
く
り
「
野
放
途
に
影
を
育
て
て
山
萌 め

ぐ

む
」 

  

四
十
二
、 

ま
く
り
「
圓
か
に
も
人
語
の
も
る
る
花
月
夜
」 

 

『
飛
騨
な
ら
し
』
掲
載 

平
成
二
十
九
年 

『
飛
騨
』
二
二
四
号
掲
載 

平
成
三
十
年 

掲
載
句
は
「
圓ま

ど

か
な
る
人
語

こ
ぼ
る
る
花
月
夜
」 
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四
十
三
、 

ま
く
り
「
満
作
や
尾
を
分
け
て
水
光
り
初
む
」 

 

 

四
十
四
、 

色
紙
「
辻
占
の
ま
た
吉
と
出
し
親
子
か
な
」 

 

四
十
五
、 

色
紙
「
龍
門
と
へ
だ
つ
濁
世
や
除
夜
の
鐘
」 

 

平
成
三
十
一
年
二
月 

飛
騨
俳
句
会 

俳
句
会
発
表
時
は
『
満
作
』

を
『
金
縷
梅
』
と 
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四
十
六
、 

色
紙
「
加
護
あ
り
て
地
の
虫
と
息
合
せ
を
り
」 

 

四
十
七
、 

色
紙
「
飛
騨
山
の
光
と
影
や
水
温
む
」  

四
十
八
、 

ま
く
り
「
貝
寄
風
の
岸
に
戻
り
し
気
仙
沼
」 
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四
十
九
、 

ま
く
り
「
佐
久
奈
太
理
春
ふ
り
に
け
り
野
天
風
呂
」 

 

  

五
十
、 

ま
く
り
「
海
の
も
の
皿
に
餘
し
て
弥
生
尽
」 
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五
十
一
、 

ま
く
り
「
巣
づ
く
り
に
入
り
し
燕
や
朝
日
光
」 

 

 

五
十
二
、 

ま
く
り
「
生
き
て
あ
り
覚
め
て
あ
り
け
り
窓
の
雪
」 

 

    



令和 4 年度近代文学館調査研究報告書 

―53― 

五
十
三
、 

ま
く
り
「
深
雪
晴
人
間
万
事
本
来
空
」 

 

   

五
十
四
、 

ま
く
り
「
大
凍
や
天
眼
鏡
に
星
の
本
」 
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第
２
節 

句
集 

一
、 
第
一
句
集
「
雪
」 

 

二
、 

第
二
句
集
「
ト
ロ
イ
の
城
」 

 

三
、 

第
三
句
集
「
死
語
と
寝
て
」 

 

四
、 

第
四
句
集
「
天
骨
」 

 

平成 2 年発刊、河叢書第 140 号 

「水馬
みずすまし

トロイの城は門を開け」 

昭和 53 年発刊 

平成 8 年発刊、河叢書第 192 号 

「雪の夜を死語と寝てゐる俳諧師」 

平成 15 年発刊 

「炎日に生
あ

れ天骨もなかりけり」 
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五
、 

第
五
句
集
「
夕
薄
暑
」 

 

六
、 

第
六
句
集
「
春
星
」 

 

七
、 

第
七
句
集
「
飛
騨
な
ら
し
」 

 

平成 18 年発刊 

「夕薄暑何に押さるる車椅子」 

平成 24 年発刊 

「春星
しゅんせい

につながらむとて岬
さき

に立つ」 

平成 30 年発刊 

「嶺嶺に雪著
き

て在るは飛驒ならし」 



 



              

 

高
山
市
近
代
文
学
館
調
査
・
研
究
報
告
書 

 

令
和
五
年
三
月
発
行 

 

編
集
・
印
刷 

 

一
般
社
団
法
人 

高
山
市
文
化
協
会 


